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自動車をとりまく課題

出典
（ ）

エネルギー 地球温暖化

渋滞 交通事故



環境への取り組み
 企業平均燃費の推移

出典 日産自動車



安全への取り組み
 日産車が関与した死亡・重傷者数の推移



日産自動車のチャレンジ

出典
（ ）

エネルギー 地球温暖化

渋滞 交通事故

ゼロエミッション

死亡事故ゼロ



技術的アプローチ

出典
（ ）

エネルギー 地球温暖化

渋滞 交通事故

電動化

知能化



出典
（ ）

エネルギー 地球温暖化

渋滞 交通事故

電動化

知能化



 



伸長するリーフの販売

出典 日産自動車

累計販売台数

単年度 販売台数

単
年

累
計

千台 千台
グローバル販売台数

累計 万台

年 月末時点

万台の内訳 日本 万台 アメリカ 万台 欧州 万台 その他 万台



電気自動車全体の販売も伸長

出典 日産自動車

単
年

千台

累
計

千台

電気自動車全車種 累計販売台数

単年度 その他電気自動車 販売台数

グローバル販売台数

累計 万台

年 月末時点
単年度 日産リーフ 販売台数



高い信頼性のバッテリー

出典 日産自動車

万台 万
モジュール

万
セル

台に
モジュール 個

モジュールに
セル 枚

発火などの
バッテリー重大不具合 件



長い開発の歴史に培われた信頼性

電池
（シリンダー型

水素電池～鉛電池 電池
（ラミネート型

‘ ‘ ‘

鉛電池 水素電池

電池

ハイパーミニ リーフたま電気自動車



信頼性を支えるコネクティビティ

日産カーウイングス
データセンター

車両、バッテリー情報



電気自動車の進化

日産リーフ充電 回あたりの航続距離 モード

次期型

・ 効率の改善
・ 軽量化

・ さらなる効率の改善
・ バッテリーの改良

・ バッテリーの容量拡大



電気自動車によるエネルギーマネジメント

出典 日産自動車

総需要風力発電

充電・放電制御によるエネルギマネジメントで、
夜間の余剰電力を昼間に供給

時刻

ハワイ マウイ島の電力需給推移 予測値

余剰

台
マウイ島全乗用車 台



出典
（ ）

エネルギー 地球温暖化

渋滞 交通事故

電動化

知能化



事故の 割以上はドライバーが原因

ドライバーその他

出典



運転支援システム開発の歴史
 年以上にわたる開発の歴史

世界初



セーフティ・シールド 全方位の運転支援

後側方衝突防止支援システム

移動物検知付きアラウンドビューモニター

車線逸脱防止支援システム

ディスタンス コントロール アシスト

エマージェンシー ブレーキ

後退時衝突防止
支援システム

年発売

年発売

年発売

年発売

年発売

年発売

世界初

世界初

世界初

世界初

世界初



セーフティ・シールドへの評価
 第三者機関のプログラムで最高レベルの評価を獲得

INFINITI Q50 / SKYLINE 



自動運転の技術開発
 年まで段階的に商品化

 渋滞 

 単一レーン 

 高速道路 

 複数レーン  

 市街地 

 交差点 



自動運転を支える つの技術



自動運転に必要なマップ 
 より高精度であり、リアルタイムな交通状況を反映した地図 

自動運転 
マップ 

道路ネットワーク 

走行ルート 

交通ルール 

リアルタイム 
交通情報 

高精度道路情報 

ナビゲーション 
マップ 



クラウドの活用 
 クラウドマップは交通情報とプローブ情報を反映 

 膨大なデータから必要な部分を取得して自動運転に利用 

走行中の車両からのプローブデータ 

交通情報 
プロバイダ 

高精度道路情報 

 道路状況 

 運転状況 

クラウドマップ

 車両状態 



自動運転と交通管制 
 



三つのネットワークによるモビリティの進化
 道路ネットワークと電気 通信ネットワークの連携

道路ネットワーク

電気ネットワーク

通信ネットワーク



クルマにとっての
 カーライフサポートのみならず、エネルギー・交通マネジメントの進化を実現する

有線

クルマと のライフサイクルの違いによる、アップグレーダビリティが課題

自動車メーカー

行政電力会社
道路管理者

ディーラー

エネルギーマネジメント 交通マネジメントカーライフサポート

保険会社



ご清聴ありがとうございました

第 回東京モーターショー
月 日 月 日 東京ビッグサイト


